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【公表番号】特表2010-514856(P2010-514856A)
【公表日】平成22年5月6日(2010.5.6)
【年通号数】公開・登録公報2010-018
【出願番号】特願2009-543224(P2009-543224)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 214/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 214/22    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月13日(2010.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　好ましい実施形態を特定的に参照して本発明を説明してきた。本発明の精神および範囲
から逸脱すること無く、当業者によってこれらの変更形態および修飾形態が考案可能なこ
とは理解すべきである。従って、本発明は、添付の特許請求の範囲に含まれる全てのその
ような変更形態、修飾形態および変化形態を包含する。
　［本発明の態様］
　１．約５０重量％～約９９．９重量％のフッ化ビニリデン；および
　約０．１重量％～約５０重量％のフッ素化されたコモノマー；
を含み、実質的に酸素を透過しない、酸素バリアコポリマー。
　２．コポリマーの約７０重量％～約９５重量％がフッ化ビニリデンであり、コポリマー
の約５重量％～約３０重量％がフッ素化されたコモノマーである、１に記載の酸素バリア
コポリマー。
　３．コポリマーの約８５重量％～約９５重量％がフッ化ビニリデンであり、コポリマー
の約５重量％～約１５重量％がフッ素化されたコモノマーである、１に記載の酸素バリア
コポリマー。
　４．フッ素化されたコモノマーが、２，３，３，３－テトラフルオロプロペン、１，１
，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、２－クロロ－ペンタフルオロプロペン、ヘキサ
フルオロプロピレン、トリフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、３，３，３
－トリフルオロ－２－トリフルオロメチルプロペン、およびこれらの混合物から成る群か
ら選択される、１に記載の酸素バリアコポリマー。
　５．フッ素化されていないコモノマーを更に含む、１に記載の酸素バリアコポリマー。
　６．フッ素化されていないコモノマーが、２～８個の炭素原子を有するアルケン、４～
２４個の炭素原子を有するアクリレートエステルまたはメタクリレートエステル、ヒドロ
キシエチルアクリレートまたはヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキシプロピルア
クリレートまたはヒドロキシプロピルメタクリレート、グリシジルアクリレートまたはグ
リシジルメタクリレート、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、４～２４個の炭素原
子を有し、任意成分として少なくとも一つのヒドロキシ基によって置換されたビニルエー
テル、スチレン、α－メチルスチレン、パラメチルスチレン、アリルアルコール、メタリ
ルアルコール、ビニルアセテート、５～２４個の炭素原子を有し、カルボキシレートが任
意成分として少なくとも一つのヒドロキシ基によって置換されたビニルカルボキシレート
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、メチルエチルケトン、ヒドロキシエチルビニルエーテル、ヒドロキシブチルビニルエー
テル、アルキルビニルエーテル、およびこれらの組み合わせから成る群から選択される、
５に記載の酸素バリアコポリマー。
　７．フッ化ビニリデン；
　フッ素化されたコモノマー；
　開始剤；および任意成分として
　フッ素化されていないコモノマー；
を反応領域において接触させる工程を含み、前記接触が約５０重量％～約９９．９重量％
のフッ化ビニリデンおよび約０．１重量％～約５０重量％のフッ素化されたコモノマーを
含む組成を有する酸素バリアコポリマーを生産するのに十分な温度、圧力および時間の長
さで実行される、１に記載の酸素バリアコポリマーを製造するための方法。
　８．反応領域が、水、エチルアセテート、ブチルアセテート、トルエン、キシレン、メ
チルエチルケトン、２－ヘプタノン、１－メトキシ－２－プロパノールアセテート、１，
１，１－トリクロロエタン、およびこれらの混合物から成る群から選択される溶媒を更に
含む、７に記載の方法。
　９．フッ素化されたコモノマーが、２，３，３，３－テトラフルオロプロペン、１，１
，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、２－クロロ－ペンタフルオロプロペン、ヘキサ
フルオロプロピレン、トリフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、３，３，３
－トリフルオロ－２－トリフルオロメチルプロペン、およびこれらの混合物から成る群か
ら選択される、７に記載の方法。
　１０．フッ素化されていないコモノマーを更に含む、７に記載の方法。
　１１．フッ素化されていないコモノマーが、２～８個の炭素原子を有するアルケン、４
～２４個の炭素原子を有するアクリレートエステルまたはメタクリレートエステル、ヒド
ロキシエチルアクリレートまたはヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキシプロピル
アクリレートまたはヒドロキシプロピルメタクリレート、グリシジルアクリレートまたは
グリシジルメタクリレート、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、４～２４個の炭素
原子を有し、任意成分として少なくとも一つのヒドロキシ基によって置換されたビニルエ
ーテル、スチレン、α－メチルスチレン、パラメチルスチレン、アリルアルコール、メタ
リルアルコール、ビニルアセテート、５～２４個の炭素原子を有し、カルボキシレートが
任意成分として少なくとも一つのヒドロキシ基によって置換されたビニルカルボキシレー
ト、メチルエチルケトン、ヒドロキシエチルビニルエーテル、ヒドロキシブチルビニルエ
ーテル、アルキルビニルエーテル、およびこれらの組み合わせから成る群から選択される
、１０に記載の方法。
　１２．約０．１重量％～約５０重量％のフッ化ビニリデン；および
　約５０重量％～約９９．９重量％のフッ素化されたコモノマー；
を含み、実質的に水分を透過しない、水分バリアコポリマー。
　１３．コポリマーの約５重量％～約３０重量％がフッ化ビニリデンであり、コポリマー
の約７０重量％～約９５重量％がフッ素化されたコモノマーである、１２に記載の水分バ
リアコポリマー。
　１４．コポリマーの約５重量％～約１５重量％がフッ化ビニリデンであり、コポリマー
の約８５重量％～約９５重量％がフッ素化されたコモノマーである、１２に記載の水分バ
リアコポリマー。
　１５．フッ素化されたコモノマーが、２，３，３，３－テトラフルオロプロペン、１，
１，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、２－クロロ－ペンタフルオロプロペン、ヘキ
サフルオロプロピレン、トリフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、３，３，
３－トリフルオロ－２－トリフルオロメチルプロペン、およびこれらの混合物から成る群
から選択される、１２に記載の水分バリアコポリマー。
　１６．フッ素化されていないコモノマーを更に含む、１２に記載の水分バリアコポリマ
ー。
　１７．フッ素化されていないコモノマーが、２～８個の炭素原子を有するアルケン、４
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～２４個の炭素原子を有するアクリレートエステルまたはメタクリレートエステル、ヒド
ロキシエチルアクリレートまたはヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキシプロピル
アクリレートまたはヒドロキシプロピルメタクリレート、グリシジルアクリレートまたは
グリシジルメタクリレート、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、４～２４個の炭素
原子を有し、任意成分として少なくとも一つのヒドロキシ基によって置換されたビニルエ
ーテル、スチレン、α－メチルスチレン、パラメチルスチレン、アリルアルコール、メタ
リルアルコール、ビニルアセテート、５～２４個の炭素原子を有し、カルボキシレートが
任意成分として少なくとも一つのヒドロキシ基によって置換されたビニルカルボキシレー
ト、メチルエチルケトン、ヒドロキシエチルビニルエーテル、ヒドロキシブチルビニルエ
ーテル、アルキルビニルエーテル、およびこれらの組み合わせから成る群から選択される
、１６に記載の水分バリアコポリマー。
　１８．フッ化ビニリデン；
　フッ素化されたコモノマー；
　開始剤；および任意成分として
　フッ素化されていないコモノマー；
を反応領域において接触させる工程を含み、前記接触が、約０．１重量％～約５０重量％
のフッ化ビニリデンおよび約５０重量％～約９９．９重量％のフッ素化されたコモノマー
を含む組成を有する水分バリアコポリマーを生産するのに十分な温度、圧力および時間の
長さで実行される、１２に記載の水分バリアコポリマーを製造するための方法。
　１９．反応領域が、水、エチルアセテート、ブチルアセテート、トルエン、キシレン、
メチルエチルケトン、２－ヘプタノン、１－メトキシ－２－プロパノールアセテート、１
，１，１－トリクロロエタン、およびこれらの混合物から成る群から選択される溶媒を更
に含む、１８に記載の方法。
　２０．フッ素化されたコモノマーが、２，３，３，３－テトラフルオロプロペン、１，
１，３，３，３－ペンタフルオロプロペン、２－クロロ－ペンタフルオロプロペン、ヘキ
サフルオロプロピレン、トリフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、３，３，
３－トリフルオロ－２－トリフルオロメチルプロペン、およびこれらの混合物から成る群
から選択される、１８に記載の方法。
　２１．フッ素化されていないコモノマーを更に含む、１８に記載の方法。
　２２．フッ素化されていないコモノマーが、２～８個の炭素原子を有するアルケン、４
～２４個の炭素原子を有するアクリレートエステルまたはメタクリレートエステル、ヒド
ロキシエチルアクリレートまたはヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキシプロピル
アクリレートまたはヒドロキシプロピルメタクリレート、グリシジルアクリレートまたは
グリシジルメタクリレート、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、４～２４個の炭素
原子を有し、任意成分として少なくとも一つのヒドロキシ基によって置換されたビニルエ
ーテル、スチレン、α－メチルスチレン、パラメチルスチレン、アリルアルコール、メタ
リルアルコール、ビニルアセテート、５～２４個の炭素原子を有し、カルボキシレートが
任意成分として少なくとも一つのヒドロキシ基によって置換されたビニルカルボキシレー
ト、メチルエチルケトン、ヒドロキシエチルビニルエーテル、ヒドロキシブチルビニルエ
ーテル、アルキルビニルエーテル、およびこれらの組み合わせから成る群から選択される
、１８に記載の方法。
　２３．コポリマーの総重量を基準として、約９０重量％～約９９．９重量％のクロロト
リフルオロエチレン；および
　ＣＦ３ＣＦ＝ＣＨ２、ＣＦ３ＣＦ＝ＣＦ２、ＣＦ３ＣＨ＝ＣＦ２、ＣＦ３ＣＦ＝ＣＦＨ
、シス－ＣＦ３ＣＨ＝ＣＦＨ、トランス－ＣＦ３ＣＨ＝ＣＦＨ、ＣＦ３ＣＨ＝ＣＨ２、お
よびこれらの組み合わせから成る群から選択される約１０重量％～約０．１重量％のフル
オロモノマー；
を含む、水分バリアコポリマー。
　２４．クロロトリフルオロエチレンが約９３重量％～約９９．９重量％であり、フルオ
ロモノマーが約７重量％～約０．１重量％である、２３に記載のコポリマー。
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　２５．クロロトリフルオロエチレンが約９６重量％～約９９．９重量％であり、フルオ
ロモノマーが約４重量％～約０．１重量％である、２３に記載のコポリマー。
　２６．水分透過性が約０．２５ｇｍ－ｍｉｌ／（１００平方インチ・日）（９．８×１
０－８ｇｍ・ｍ／（ｍｍ２・日））以下である、２３に記載のコポリマー。
　２７．水分透過性が約０．２ｇｍ－ｍｉｌ／（１００平方インチ・日）（７．９×１０
－８ｇｍ・ｍ／（ｍｍ２・日）））以下である、２３に記載のコポリマー。
　２８．水分透過性が約０．１～約０．２５ｇｍ－ｍｉｌ／（１００平方インチ・日）（
４．０～９．８×１０－８ｇｍ・ｍ／（ｍｍ２・日））以下である、２３に記載のコポリ
マー。
　２９．フルオロモノマーがＣＦ３ＣＦ＝ＣＨ２である、２３に記載のコポリマー。
　３０．異なるフッ素化されたコモノマーおよび／またはフッ素化されていないコモノマ
ーを更に含む、２３に記載のコポリマー。
　３１．コポリマーがフィルムの形態である、２３に記載のコポリマー。
　３２．コポリマーの総重量を基準として、
　約９０重量％～約９９．９重量％のクロロトリフルオロエチレン；および
　約１０重量％～約０．１重量％のフルオロモノマー；
を含み、実質的に水分を透過しない、水分バリアコポリマー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　約５０重量％～約９９．９重量％のフッ化ビニリデン；および
　約０．１重量％～約５０重量％のフッ素化されたコモノマー；
を含み、実質的に酸素を透過しない、酸素バリアコポリマー。
【請求項２】
　約０．１重量％～約５０重量％のフッ化ビニリデン；および
　約５０重量％～約９９．９重量％のフッ素化されたコモノマー；
を含み、実質的に水分を透過しない、水分バリアコポリマー。
【請求項３】
　コポリマーの総重量を基準として、
　約９０重量％～約９９．９重量％のクロロトリフルオロエチレン；および
　約１０重量％～約０．１重量％のフルオロモノマー；
を含み、実質的に水分を透過しない、水分バリアコポリマー。
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